Treatment for Urinary Tract Infection with Hostacycline-PRM by 稲田, 務 et al.
Title静注用ホスタサイクリンの尿路感染症に対する応用
Author(s)稲田, 務; 日野, 豪; 本郷, 美弥










静注用 ホス タサイ クリンの尿路感染症 に対 す る応用
京都大学医学部泌尿器科教室(主任 稲田 務教授)
教 授 稲 田 務
講 師 日 野 豪
大学院学生 本 郷 美 弥
   Treatment for Urinary Tract Infection with Hostacycline-PRM 
            Tsutomu INADA, Takeshi  MN° and Haruya HoNoo 
       From the Department of Urology, Faculty of Medicine, Kyoto University 
                          (Director  Prof. T. Inada) 
   Hostacycline-PRM, one of the new antibiotics for intravenous injection, was used for 
clinical studies. 
   Result  : 
   1. The serum concentration of this drug followed by intravenous injection to healthy 
adults on a dosage of 250 mg revealed high value over 5.5 mcg/cc until one hour after 
injection and 1.3-1.8  meg/cc at the end of six hours yet. 
   2. Threes case with acute pyelitis were curable and one was almost curable. All of 
two cases with acute cystitis were curable. One case with pyelonephritis and one with 
chronic cystitis were negative. We had good result for prevention of infection after to-
tal cystectomy with bilateral ureterostomy on two of three cases with vesical carcinoma. 
   Two of all 11 cases had uncomfortable feeling in mouth as a temporaly side-reaction 
by injection.
ホ ス ク サ イ ク リ ン(Reverin-Hoechst)は
Tetracyclineをaminomethyl化 す る 事 に
よ つ て 得 られ た 静 注 用 抗 生 物 質 で,次 の 様 な 構








従来 のTetracycline系薬剤 は水溶性が低 い
ため に筋肉内又は静脈 内に注射 す る事 は非常 に
困難 とされていたのであ るが,Aminolnethyl
化す る事 に よつてその抗菌力 を変化 させず に,
水溶性 を2500倍以上 に高め る事 が出来 たので あ
る.又 局所的並 びに全身的 なi親和性ががす ぐれ
てい るために上ヒ較 的速 かに(2～5分)注 射出
来,高 濃度 の溶液 を静注 して注入箇所 の静脈 内
刺激,血 栓 形成等がな く,確 実に高血中濃度が
得 られ,病 原菌 に対 して衝撃的 な効 果 が 得 ら
れ,腸 内排 泄が僅 かで腸 内細菌 巣 に変化 を来 す
事 な く,且 つ尿中濃度が高 くそ の持続 も長い と
い う特徴 を持 つてい る.抗 菌 スペク トラムに就
てはTetracyclillehydrochlorideと全 く等
しい とされ ている(FUSSganger).




し,黄 色 ブ ドウ球 菌209P株 を 用 い て重 層法 に よ り血
中濃度 を測 定 した.成 績 は表1の 如 く,静 注 後1時 間
までは5.5mcg/cc以上 の高 血 中濃 度 を 示 し,6時 間
後も1.8及び1.3mcg/ccと比 較 的 高値 を 示 し た.
24時間後 では1例 はo.32mcg/cc,1例はo.16mcg/cc
であつた.





















































































1.本剤250mg1回 静注後 の血 中濃度 は,
1時間 までは5.5mcg/cc以上 の極 めて高値 を
示 し,6時 間後 も1.8及 び1.3mCg/ccの比
較的高値 を示 した.
2.急性腎孟 炎4例 中3例 に著効,1例 に 有
効,急 性膀胱炎2例 共 に著効 を示 した.腎 孟 腎
炎 の1例 には無効,慢 性膀胱炎 の1例 には殆 ん
ど無 効で あつた.膀 胱 全別 除術及 び両側 尿管皮
膚吻 合術の術後感染予 防のために3例 に本 剤を
用 い,こ の内2例 に満 足すべ き成績を得た.
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3.全例11例中2例 に静注時 口内 しびれ 感 が
あつた.
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